
　新緑が映える季節になりました。目にも眩しい日差しの日も

あれば、柔らかな雨の日もあり…お庭の草木達にとって慈雨

ですね。芽吹き、葉を広げ、背丈を伸ばし、花を咲かせていく

様子を見ていると、「お前はお前でいいんだよ」と、言われて

いるように感じます。「誠実に、一つ一つ、丁寧に生きて行け

ばいいんだよ」って…

　何かと落ち着かない日々ですが、

ホッと一息ついていただけるよう、

お庭の緑たちとお待ちしております。

　ひだ森のめぐみの薬草乾燥サービスがフル稼働する季節になりまし

た。４月頃からタンポポやスギナ、ヨモギ、５、６月にはクズの新芽やドク

ダミ、そして今はメナモミやクワが持ち込まれるようになりました。来月に

なればクズの花も見られるでしょう。

　さて今回私は、ドクダミをお茶や焼酎漬にしてみようと思い、乾燥サー

ビスを利用してみました。

　利用の方法はとても簡単♪

　採ってきたら多めの水でさっと洗い、水気を切っておきます。あとはひ

だ森のめぐみに持ちこみ、重さを量り、料金を払うだけ。昼の12時まで

に持ち込めば、翌日には受け取れます。1kgまでなら2２0円でできるの

で、その安さに驚く人も。

　基本的には60度で8時間の乾燥です。さらに粉末に加工するサービ

スも利用できます。料理に使いやすく、保存もしやすいので、人気のあ

るサービスです。この夏、みなさんも気軽に利用してください。

地域おこし協力隊　岡本
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「ひだ森のめぐみ」から

スタッフのつぶやき

 薬草乾燥サービスを利用してみました

薬草コンシェルジュ講座

問合せ：電話  090-3389-3132 / FAX 0577-73-0018 
　　　　　　　メール tuguji.k-1959@docomo.ne.jp （北平）

メナモミの苗を配布しました

　薬草プロジェクトでは、市民農園を活用したメナモミの栽

培に挑戦しています。生長の様子をSNS等で公開しますの

で、ぜひご確認ください。

　収穫するメナモミは普及活動や薬草の商品開発などに活

用する予定です。市内でメナモミの栽培や商品開発にご協

力いただける方、市役所地域振興課までご連絡ください。

 メナモミ畑

　真夏にかけて青々と葉を茂らせるメナモミ。知名度もずいぶん

上がり、市外にもその存在が広まっていることを感じます。

　今年は市民のみなさんの健康づくりに役立ててもらいたいとい

う思いで、苗を約200株配布しました。受け取った人は、「花を

育てたこともないけど…」、「こんなちっちゃいのが1mにもなるん

か！」、「家族で一人一つずつ育てます！」などと、メナモミを育て

美味しく食べることを大変楽しみにしている様子でした。

　今回は市内の２ヵ所（古川町：薬草拠点施設ひだ森のめぐみ、

神岡町：自家焙煎珈琲あすなろ）のみなさんにご協力いただい

たおかげで、より多くの人に飛騨市の薬草の取り組みについて

知っていただけたのではないかと感じています。

地域おこし協力隊 岡本

▲苗の移植（６月）

畑さん

▲乾燥前

▲乾燥後

　設立7周年を迎えた当会は、北平嗣二を理事長とし、現在

会員74人で活動しています。

　主な事業として、薬草拠点施設「ひだ森のめぐみ」の受託

運営や薬草コンシェルジュ講座（月一回、現在40人が受講

中）を行っています。また、この時期盛り上がるのが薬草散

策。６月と７月は古川町黒内の「朝霧の森」に自生する薬草

をじっくり楽しむフィールドワークを開催しています。

　ひだ森のめぐみでは、このコロナ禍にもかかわらず、たくさ

んのお客さまが来店し、家族や大切な人、そして自分自身の

健康づくりのために薬草の話を聞いていきます。

　“草”を宝に変えて楽しむ暮らしについて、みんなでわいわ

い話しましょう！どうぞ気軽にお問い合わせください。

NPO法人 薬草で飛騨を元気にする会

問合せ　tuguji.k-1959@docomo.ne.jp（北平）

団体
紹介

NPO法人

薬草で飛騨を元気にする会

7月19日(月)　13:00～14:30　朝霧の森散策
８月26日(木)　13:00～1５:00　市内 クズの花採取
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い
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早
く
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で
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れ
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主
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と
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忘
れ
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」
と
詠
ん
だ

句
が
有
名
で
す
。

【
栄
養
素
・効
用
】

　

ウ
メ
の
効
用
は
、そ
の
栄
養
価
よ
り
も

45
％
を
占
め
る
有
機
酸
に
あ
り
ま
す
。

「
梅
は
三
毒
を
断
ち
、そ
の
日
の
難
を
逃

れ
る
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
ま
す
が
、三
毒

と
は
「
水
の
毒
、血
の
毒
、食
べ
物
の
毒
」

を
指
し
ま
す
。つ
ま
り
、常
食
し
て
い
れ
ば

病
気
に
な
ら
な
い
と
の
言
い
伝
え
で
す
。

　

ウ
メ
は
強
力
な
抗
菌
・
整
腸
作
用
を
も

ち
、便
秘
、下
痢
、嘔
吐
、食
欲
不
振
な
ど
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、糖
質
や
脂
肪
酸

の
代
謝
を
促
進
す
る
為
、疲
労
物
質
で
あ

る
乳
酸
を
分
解
し
、夏
バ
テ
を
含
む
疲
労

回
復
に
優
れ
た
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。梅

肉
エ
キ
ス
で
は
梅
干
し
の
抗
菌
作
用
が
更

に
倍
加
さ
れ
、赤
痢
菌
、チ
フ
ス
菌
、ブ
ド
ウ

球
菌
、更
に
は
、病
原
性
大
腸
菌
な
ど
の
繁

殖
を
止
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
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薬
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知
恵
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ウ
メ

夏
の
優
雅
な
姿…

サ
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ユ
リ
の
咲
く
森

タ
ラ
ノ
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春
の
新
芽
は
「
山
菜
の
王
様
」
と
も
呼
ば
れ
る
タ

ラ
ノ
キ
。木
部
の
棘
が
特
徴
的
で
見
分
け
や
す
い
こ

と
も
あ
り
、多
く
の
人
が
採
取
す
る
山
菜
で
す
。旬

に
な
る
と
天
ぷ
ら
を
出
す
飲
食
店
も
多
い
で
す
ね
。

　
春
の
姿
は
よ
く
知
ら
れ
る
一
方
、そ
の
後
の
タ
ラ

ノ
キ
を
観
察
す
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。タ
ラ
の
芽
の
一
本
の
枝
(
葉
)
が
大
き
く
な

る
と
、左
の
写
真
の
よ
う
な
姿
に
変
わ
り
ま
す
。大

き
さ
は
数
十
セ
ン
チ
～
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。実

は
タ
ラ
ノ
キ
の
葉
は
複
葉
と
呼
ば
れ
る
形
態
で
、写

真
全
体
が
一
枚
の
葉
に
相
当
し
ま
す
。秋
に
な
っ
た

ら
一
枚
一
枚
の
小
葉
単
位
で
は
な
く
、複
葉
の
根

元
か
ら
丸
ご
と
落
葉
し
ま
す
。冬
に
幹
だ
け
の
寂

し
い
姿
を
見
か
け
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　
枝
を
沢
山
伸
ば
す
よ
り
、毎
年
大
き
な
複
葉
を

出
し
て
光
合
成
し
た
方
が
効
率
が
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
ね
。
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初
夏
か
ら
夏
、森
の
中
で
ひ
と
際
眼
に
留
ま
る
き
れ
い
な

花
が
あ
り
ま
す
。淡
い
ピ
ン
ク
色
の
百
合
の
花
は
、茎
が

ス
ッ
と
立
ち
上
が
り
、頭
頂
部
に
２
～
３
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。葉
や
茎
が
「
笹
」
に
似
る
こ
と
か
ら
「
サ
サ
ユ
リ
」
と
い

う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。日
本
特
産
で
、日
本
を

代
表
す
る
百
合
で
す
が
、実
は
希
少
な
植
物
で
す
。自
然

の
中
で
咲
い
て
い
る
様
子
を
ぜ
ひ
「
朝
霧
の
森
」
で
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

　
種
は
、「
寒
い
冬
」
と
「
暑
い
夏
」
を
越
え
な
い
と
発
芽
し

な
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
た
め
、翌
々
年
の
春
に
よ
う
や
く

芽
を
出
し
ま
す
。「
サ
サ
ユ
リ
」
の
鱗
茎
(
り
ん
け
い
)
を
乾

燥
さ
せ
た
も
の
は
生
薬
で
「
百
合
(
び
ゃ
く
ご
う
)
」
と
い
い

ま
す
。滋
養
強
壮
、解
熱
、鎮
静
、利
尿
作
用
な
ど
か
ら
漢

方
を
処
方
さ
れ
る
際
に
よ
く
配
合
さ
れ
ま
す
。「
立
て
ば

芍
薬
、座
れ
ば
牡
丹
、歩
く
姿
は
百
合
の
花
」
と
は
古
く
か

ら
美
人
の
例
え
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
が
、こ
れ
ら
は
全
て

婦
人
病
の
薬
草
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。芍
薬
や
牡

丹
、百
合
の
花
の
美
し
さ
を
、外
見
だ
け
に
見
立
て
た
の
で

は
な
く
内
面
(
健
康
)
の
美
し
さ
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。花
の
美
し
さ
に
加
え
、薬
草
の
意
味
を
知
る
と

益
々
興
味
が
わ
き
ま
す
ね
。薬

草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
白
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島

木
に
な
る
葉

夏
に
味
わ
う
ヤ
マ
ブ
ド
ウ

　
森
と
里
の
境
界
を
彩
る
よ
う
に
、林
縁
を
覆
う
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
。涼
し
く
日
当

た
り
の
良
い
環
境
を
好
み
、中
部
以
北
で
は
里
山
に
よ
く
生
え
て
い
ま
す
。

人
の
暮
ら
し
と
の
関
わ
り
も
長
く
、縄
文
時
代
に
は
す
で
に
食
糧
や
蔓
細
工

の
素
材
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。近
年
は
、加
工
食
品
や
ワ
イ
ン
の
原
料
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
に
黒
く
熟
し
た
実
を
食
べ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、夏
に
繁
る
葉
も

食
べ
ら
れ
ま
す
。筋
が
硬
く
な
る
前
の
若
い
葉
は
、具
材
を
包
む
料
理
に
最

適
で
す
。

　
お
す
す
め
の
調
理
は
中
東
料
理
の
「
ド
ル
マ
」
。茹
で
た
ブ
ド
ウ
の
葉
で
、

米
・挽
き
肉
・香
菜
な
ど
を
包
み
焼
い
た
も
の
で
す
。本
来
は
栽
培
種
の
ブ
ド

ウ
で
作
り
ま
す
が
、ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
葉
を
使
う
と
、野
生
的
な
酸
味
と
渋
み
が

ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。一
手
間
か
け
た
夏
の
ご
馳
走
と
し
て
、葉
の
採
集

か
ら
挑
戦
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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▲ヤマブドウの葉

朝
霧
フ
ィ
ー
ル
ド
季

▲ヤマブドウのドルマ

森からの手紙

▲「イカリソウ」絵手紙愛好家　山鼻（古川町）

▲タラの芽


